





































































































































































　	アンケート中の 31 アイスクリームに関する質問項目から 2 つを選び、エクセルに数値を
入れ、それを円グラフに変換します。それぞれの円グラフにはタイトルをつけ、パワーポ
イントのスライドにコピーペーストします。








　Google の画像に 31 アイスクリームと入れて検索をかけます。
　気に入った画像にカーソルを合わせて右クリックし、画像をデスクトップなどに保存しま
す。次に左下の Windows　マークをクリックしてすべてのプログラムからアクセサリ、その
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中からペイントをクリックして、ペイントソフトを立ち上げます。立ち上げたペイントソフト
の中に、さきほど保存した画像をドラッグします。画像を好きなように加工できるようになり
ます。加工が出来上がったらこれをパワーポイントのスライドにコピペします。これ以外の
もっといい方法を知っている人は好きな形ですすめてください。
★プレゼンテーション英語原稿作成手順
1 ）プレゼンテーション開始時の導入
　Today	we	are	very	pleased	to	introduce	our	new	flavor	for	2015.	My	name	is…………………
2 ）企業リサーチ
　First,	let	me	tell	you	the	company	information	of	B-R	31	Ice	Cream.
　すでにリサーチしてある企業情報を下記の語彙を使って説明していきましょう。
〈使用語彙〉
was	established	in		 ～に設立された
opened	our	first	shop		 一号店を開設した
is	located	in		 ～に位置する
the	number	of	full-time	employees	 正社員数
the	main	shareholders	are…		 主要株主は
Our	company	slogan	is…	 会社のキャッチコピーは
Our	company	policy	is	as	follows:	 会社のモットー＝社是は次の通りです。
3 ）31 アイスクリーム人気ランキングの部分は以下の英文を参考にして人気フレーバートップ
3 を説明。
　　○○○	ranks	first.	○○○	ranks	second	and	○○○	ranks	third.
　その他の表現例
　　○○○	is	very	popular	in	……
4 ）次にアンケート結果のグラフを説明します。
We	conducted	a	questionnaire	on	consumer	behaviors	about	31	ice	cream.
○○	%	of	the	respondents	（＝回答者）like	……	best.
○○	%	of	the	respondents	buy	ice	cream	……
○○	%	of	the	respondents	eat	ice	cream……
X	%	of	the	respondents	like	…	flavor.　「X	% の回答者が…味を好んだ。」
X	is	the	most	popular	flavor.「X は一番人気のフレーバーです。」
X	is	the	second	popular	flavor.	「X は二番目に人気のフレーバーです。」
X	is	the	least	popular	flavor.	「X は一番人気のないフレーバーです。」
X	%	of	the	respondents	answered	（that）	S	+	V	…	「X	% の回答者が S+V	…	と答えました。」
X	is	the	most	important	factor	when	they	buy	ice	cream.「回答者にとって、アイスクリー
ムを買うとき、X は一番重要な要素です。」
From	this	survey,	we	found	out	that	…	「この調査により、我々は	…	ということを発見した。」
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5 ）最後に次のボキャブラリーリストを使って、新フレーバーを提案してください。
　風味	flavor　 素材・材料	ingredient　 質	quality　 濃厚な	rich　 軽い・さっぱりした	
light　 なめらかな	smooth　 カリカリした	crunchy　 低脂肪の……（以下省略）
〈⑤と⑥の指導法〉
　このステージではこれまでの学習を踏まえてプレゼンテーション作成に入る。大学での今後
の学びや就職活動でも重要なグループワークに習熟することも大きな目的である。通常 3 人か
ら 5 人程度のグループを作り、パワーポイントスライドおよび原稿の作成に入るが、パワーポ
イント作成は口頭での説明はあまりせずに、上記に提示した教材を配って指示を読んで各グ
ループで進めるように指示する。これはパワーポイントの作成技術に各学生で差があり進度に
ばらつきが出るためである。
　これまでのところこの方法で大きな混乱は見られず、むしろ学生が静かに作業に集中するの
で「資料を読んでその指示に従って作業をする」という活動のよい練習になっているのではな
いかと思われる。学生の不安を取り除くために、作成技術の上手下手は英語授業での評価に直
接反映させることはしない旨を伝えるが、下記基本的なパワーポイント作成のコツは教室を
回って適宜指導する。
☆大きい字を作って見やすく、デザインもできればプレゼン内容にふさわしいものに
☆	情報を詰め込みすぎない＝文章をそのまま書き入れない＝一枚のスライドあたり 5 つ程
度の箇条書きにする
☆写真や図を効率よく使う
☆ペイントソフトの活用＝提案した新フレーバーのイラスト作り
　原稿作成については教材を配布して、パワーポイントのスライド 1 枚にあたる分ごとに説明
をする。ここまでに積み上げてきた諸資料を見直し、まとめながら上記に掲載した教材の表現
を使って英文を書いていくが、その際は一人一人の学生の間を回ってきめ細かく指導するよう
に心がける。モデル文を見ながら英文を書き上げていく作業は丁寧に指導すればそれなりにで
きあがっていくが、主語の単複、時制での変化、応用表現、文と文を自然につなげていく手法
などは、できあがった文章を添削することによって定着化を図る。最後の新フレーバー提案の
部分のみ、使用語彙は提示するがモデル文は提示せず文章そのものを考えさせる。学生にとっ
ては難しい作業となるし、教員の手助けも多く必要だが、教員の提示するモデル文で書くだけ
に終わらせず、辞書や参考資料、インターネット上のサイトなどを使用し、今まで学んだ英語
表現を復習しながら自分で文を作り上げていくという能動的な学習も大切であると考える。過
度の負担にならない程度の「負荷」を最後にかけることによって達成感を持つことにつなげる。
2.5　プレゼンテーション
〈⑦⑧⑨の指導法〉
　新フレーバーを提案する、と言ってもなかなかアイデアが浮かばない学生もいるので、この
後、企業セミナー講師の『商品アイデアを思いつくための思考プロセス』についての講義を聞
き、その内容を提案に生かすようにする。最後に期末試験の一部として、グループプレゼン
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テーションを行うが、その際は一人だけが話すのではなくグループ全員が話すようにする。こ
の期末試験に際してはアイコンタクトや声の大きさ、ジェスチャー、機器のトラブルの時の対
処法などプレゼンテーションテクニックも教える。聴衆は、同じクラスの学生に加えて過去に
このプロジェクトを経験した先輩学生、担当教員以外の教員（評価シートとコメントをもら
う）も招き、発表学生にとってよい刺激となるようにする。通常、10 グループほどが発表す
るが、その中で評価の高かった 5 グループほどのプレゼンテーションパワーポイントを配布資
料にして 31 アイスクリーム若葉台店に提出する。
　以下に学生が制作したパワーポイントスライドを資料として挙げる。
3．反省点
　学生は本稿で述べたようなタスクを新鮮な経験として受け止め、英語学習に役立ったと考
え、全体を有意義な活動として非常に肯定的にまた好意的に見ており、その点で本プロジェク
トはある程度の成功を見ていると考えてよいであろう。学生は、このプロジェクトを通して、
社会の最前線、ビジネスの現場で問題解決を行うために必須の英語表現に多く触れる機会を持
つことができる。その点でこの活動は学生の発見と気づきを促し、何のために英語を学ぶのか
という理由を明確にすることができたと考えている。この活動をきっかけにもっと英語を勉強
しよう、近い将来に留学しよう、と考える学生も増えている。
　しかし、残念ながら、このプロジェクトが短期的に学生の英語力を目に見える形でアップさ
せているか、と言えば必ずしもそうではない。今後は学生に満足感を与えることももちろん大
切であるが、プロジェクト自体が目に見える形で学生の英語力アップにつながるように、内容
のより一層の充実と改良を行いたいと考えている。
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